
日本工学院八王子専門学校2020年度

こども学科

こども家庭福祉

1対象
　

年次 前期開講期 必区分 30時間数 2単位

北原零未担当教員
実務
経験

職種

現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷を踏まえ、「子どもの最善の利益の追求」「子ども
の人権擁護」とは具体的にどのようなことかを学ぶ。制度体系・実施体系の現状・実状、今求められてい
る子ども家庭支援の在り方・ニーズ、課題と今後の展望、世界の中で日本の子ども家庭福祉はどのような
位置づけにあるのかまで広く概観する。

授業概要

第一に現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷を踏まえ、子どもの人権擁護について理解す
る。そのためには子ども家庭福祉の制度や実施体系について詳しく学び、現状と課題、今後の動向と展望
について理解する。第二に、保育士とは子ども家庭福祉の担い手であることを自覚し、さまざまなニー
ズ・困難を抱える個々の子ども家庭に対する支援技術・相談援助技術を身につける。

到達目標

子どもとその家庭をとりまく社会環境の歴史的変遷から、実情、今求められている子ども家庭支援の在り
方・ニーズ、課題と今後の展望まで広く概観することで、福祉の精神と保育士としての心構えを養う。そ
の上で、具体的な子ども家庭支援や相談援助についても学ぶ。

授業方法

課題・宿題、授業内で行う小テストを70％、シャトルペーパーを30％ととし、総合的に評価する。
※遅刻・欠席・内職・妨害などは減点するが、ただ出席しているからといってそのこと自体は評価しな
い。

成績評価方法

私語等他者に迷惑を掛ける行為は退席を命ずる。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした
受講マナーで授業に参加することを求める（詳しくは、最初の授業で説明）。

履修上の注意

毎回レジュメ・資料を配布する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。

教科書教材

無

講義種別

回数 授業計画

第１回

現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷

第２回

現代社会と子ども家庭福祉

第３回

こどもの人権擁護の歴史的変遷と「子どもの権利条約」
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こども学科

こども家庭福祉

第４回

こどもの人権擁護の観点から見た現代社会の課題

第５回

制度と法体系・実施体系

第６回

児童福祉施設の種類と専門職の役割

第７回

少子化社会における地域子育て支援の重要性

第８回

母子保健とこどもの健全育成

第９回

多様な保育ニーズとその対応

第１０回

子ども虐待とDVについての理解と対応

第１１回

社会的養護とは何か

第１２回

障害児や少年非行の現実と支援

第１３回

貧困家庭や外国籍のこどもとその家族への支援

第１４回

これからの子ども家庭福祉の在り方

第１５回

諸外国の動向


